
 

 

 

 
 

 

 

１．はじめに 

11 月 5 日に岡山市の姉妹都市のひとつである、ブルガリアのプロヴディフ市から岡山市・プロヴディフ市姉妹都市締結 40

周年記念事業としてイワン・トテフ市長以下 11 名が来岡されます。プロヴディフ市は世界でも最古の都市のひとつですが最近

は観光、企業誘致、街づくりにも積極的に取り組んでいます。 

本号では「地域・人と環境にやさしいトランジットモデル都市おかやまをめざして」さまざまな活動を展開している、ＮＰＯ法人

公共の交通ラクダの堀脇理事が、姉妹都市の交通はどういう状況なのかブルガリアのプロヴディフ市について、「岡山プロヴ

ディフ交流協会」金谷会長にインタビューさせて頂いた内容を報告します。 

 

2.インタビューの内容（Qは「ラクダ」の堀脇理事、A は「岡山プロヴディフ交流協会」金谷会長） 

A1:岡山市の姉妹都市プロヴディフ市はどのような都市ですか？ 

Q1:プロヴディフ（ブルガリア語:Пловдив / Plovdiv）市は、首都ソフィアの南東約 155kmに位置し、ブルガリア中部に位

置するブルガリア第 2の都市で人口は約 38万人、プロヴディフ州の州都です。約 6,000年の歴史があり、世界でも最古の都市

のひとつで「バルカン半島で最も古く、最も美しい都市」といわれ、旧市街地を中心に壁画や彫刻で飾られた美しい街並みや石

畳が残っており、街全体が博物館とも評されている都市です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1プロヴディフ市全景                                   図 2 歩行者モール 

Q2:人にやさしい歩行者空間とは？         

A2:プロヴディフ市は 2015 年、来年ですがデンマークのコペンハーゲン 

を抜いて、ヨーロッパで最長（1750m）最大のエリアの歩行者空間を持つ 

ことになります。この 8 月にトテフ市長のテープカットで起工式を終えま 

した。以前からのモールを延長し、石畳の街路も車の進入できない場 

所を増やして、人が回遊できる空間を広げる事になります。 

 

 

 

 

 

 

図 3 中央広場           (裏面へ) 
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Q3:そのほかの中心市街地の計画はありますか？ 

A3:4月から 7月にかけて市役所を取り巻く中央広場の国際コンペがありました。最終的にはポルトガルとイタリア、ドイツがの 3

つのチームが残り、ポルトガルのチームが 1位に選ばれました。それから、野外劇場プロジェクトが始まっています。これは、古

代ローマの野外劇場ですが、私が訪れた頃もオペラ「アイーダ」を上演していました。コンサートをしばしば行っており、これを

改修する計画です。他にもシメオン皇帝の庭園（公園）の改修とか街を観光都市としていいものをのこしながら、新しく変えてい

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4 コンペ 1党案（ポルトガル）                    図 5 野外劇場 

 

Q4:プロブディフ市長は今回来られたのは？ 

A4:岡山市・プロヴディフ市姉妹都市締結 40 周年記念事業として 

ですが、9 月に 2019 年の「欧州文化首都」に決定しました。この年 

はブルガリアとイタリアの 2 都市に決まっているのですが、古都と 

いうことで、ソフィアをおさえて、プロヴディフ市に決まりました。 

11 月 5 日には岡山理科大学理大ホールでトテフ市長の講演会が 

あります。 

 

    演題：「欧州文化首都をめざして」 

    日時：11 月 5 日（水）開場 13：00 開始 13：30 

    場所：岡山理科大学理大ホール 

    料金：入場無料 

図 6 野外劇場改修プロジェクト 

 

Q5:欧州文化首都になると観光客が増えるのでは？ 

A5:そう思います。着々と市民あげてそれに向かっているように見受けられ 

ます。10 月の段階で、2015年はロンリープラネットの名門ランキングに 

6 位に選ばれました。ロンリープラネットは世界で旅行ガイドブックのシェア  

1 位の出版社です。そこに認められたのですから、来年からは観光客もま 

すます増えるでしょう。 

 

Q6:他には 

A6:最新情報です。この 10 月 30 日にはアウトソーシング産業の誘致に成功。 

3 つの IT企業が来ることになります。このように若い市長（1975 年生）が古 

都の魅力を生かしながら、積極的に街づくりを進めています。他の姉妹都 

市のサンノゼ市も歩行者にとって、利用しやすい多機能な街づくりに取り組 

んでいるとききます。岡山市も姉妹都市にならって、日本で最も人にやさし 

い都市、自転車先進都市、公共交通先進都市になればいいと思います。 

 

 ３．終わりに                                          図 7 欧州文化首都決定 

紙面の都合で、さらに具体的なお話は改めてお聞きしたいと 

思います。 

ありがとうございました。(RACDA 堀脇) 

 


